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＜要 旨＞

ヒトの記憶現象には、3–4 歳以前の出来事を意識的に想起することが困難である「幼児期健忘」

が存在する。これまで、その実態や生起メカニズムを解明することを目的とした研究が数多く行わ

れてきたが、いまだ未解決の問題が多く、具体的な解決には至っていない。その一因として、乳幼

児を対象とした長期記憶の実験において、参加者および実験実施者双方にかかる物理的・時間的コ

ストの高さが、実証的蓄積の障壁となっていることが指摘できる。本研究では、こうした課題を克

服するために、参加者のリクルートからデータ収集までをすべてオンライン上で完結できる自宅参

加型のオンライン実験プラットフォームを構築した。これにより、参加者は自宅から都合のよい時

間に実験に参加可能となり、また実施者側も実験準備・運営に伴う負担を大幅に軽減することが可

能となった。さらに本研究では、このプラットフォームを用いて、3 歳児がどのような出来事 (良

い行動、悪い行動、期待に反する行動、ニュートラルな行動) を選択的に記憶するかを検討した。

各行動をとった人物の顔と新規人物の顔を対呈示し、それぞれの顔に対する注視時間を測定した。

その結果、良い行動をとった人物の顔に対する注視時間の割合はチャンスレベルを有意に上回り、

また、当該人物の顔をより長く注視した参加児の数も有意に多かった。これらの結果は、3 歳児が

良い行動をとった人物を選択的に記憶している可能性を示唆するものである。本研究は、方法論的

観点からは自宅参加型オンライン実験の有用性を実証すると同時に、実施上の課題 (脱落率や環境

統制の難しさ) も明らかにした。今後は、こうした課題を踏まえた実験設計の最適化を図るととも

に、幼児期健忘の理解に向けた発達研究の基盤整備を進めていく必要がある。 
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【はじめに】 

1. 問題と目的 

ヒトは誰しも乳児期の出来事を想起すること

が困難である。この現象は「幼児期健忘 (infantile 

amnesia)」と呼ばれ、3–4 歳以前の出来事を意識的

に記憶として想起することが難しいという、ヒト

に特異的な記憶現象であるとされる (Peterson et 

al., 2005; Rubin, 1982)。この現象は Freud (1905) に

よって最初に報告されて以来、数多くの研究にお

いてその実態や生起メカニズムが検討されてき

たが、現在に至るまで多くの未解決の課題が残さ

れている。 

こうした課題を解明するためには、1 歳前後か

ら 3 歳頃にかけての記憶の特性や、その時期に生

じる認知発達の変化を精緻に検討することが不

可欠である。特に、どのような出来事が乳幼児に
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とって長期的に記憶されやすいのか、またその記

憶保持にどのような認知的要因が関与している

のかについて明らかにすることは、幼児期健忘の

理解に重要な示唆を与えると考えられる。本研究

では、乳幼児がどのような出来事をより長期的に

記憶しやすいのかを明らかにする。 

 

2. 先行研究と理論的背景 

ヒトはどのような出来事を記憶しやすいのか

について、先行研究はさまざまな知見を示してい

る。一般的に、ヒトは中立的または肯定的な情報

よりも、否定的または脅威となる情報 (e.g., 物を

奪う行動、不快な出来事) をより記憶しやすいこ

とが報告されている (Bell & Buchner, 2010)。この

ような「否定的情報の記憶バイアス」は、4 歳頃

から確認されており、幼児は脅威となる人物やそ

の行動をより強く記憶する傾向がある (Baltazar 

et al., 2012, Kinzler & Shutts, 2008)。例えば、Kinzler 

& Shutts (2008; 実験 1) では、4 歳児に対して中立

的な顔画像を呈示した後、その人物に関する「良

い情報」 (e.g., クッキーをみんなに配った) また

は「悪い情報」 (e.g., クッキーを盗んで独り占め

した) を聴かせ、その後の記憶テストにおいて、

既知顔と新規顔を対呈示し、以前見たことのある

顔を選ばせた。その結果、悪い情報とともに呈示

された顔の方が、良い情報とともに呈示された顔

よりも記憶されやすいことが示された。 

この結果は、ヒトが進化の過程で、自己に対す

る潜在的な脅威をもたらす「悪い他者」を優先的

に記憶するよう適応してきたという、進化的適応

によって説明される場合がある  (Cosmides & 

Tooby, 1989)。一方、近年ではこうした進化的観点

よりも、期待と実際の行動の不一致 (期待違反) 

が記憶の選択性を生む要因であるという見解も

支持を集めつつある (Bell & Buchner, 2012)。この

立場によれば、ヒトは他者に対して「基本的に良

い人である」という肯定的な期待を持っており、

その期待を裏切る行動 (e.g., 笑顔の人物が物を

奪う、あるいは好感の持てる顔の人物が裏切る) 

が、より記憶に残りやすくなるとされる。実際、

成人を対象とした研究では、信頼できそうな顔を

した裏切り者や、信頼できなさそうな顔をした協

力者といった「期待を裏切る」人物が特に記憶さ

れやすいことが報告されている (Bell et al., 2012)。

さらに Meng et al. (2019) は、4–5 歳児においても

同様の傾向が見られることを示している。同実験

では、笑顔で物を奪う人物は、怒った顔で物を奪

う人物よりも記憶されやすかった。これは、幼児

であっても「良い人」という期待に反する行動を

取った人物を選択的に記憶するという、期待違反

に基づく記憶バイアスを有していることを示唆

している。 

 

3. 先行研究の課題と課題解決に向けた方法論的

アプローチ 

しかしながら、これまでの研究の多くは 4–5 歳

児を対象としており、それより年少の乳幼児が同

様の記憶バイアスを示すかどうかについては明

らかにされていない。また、多くの先行研究では、

刺激呈示の直後に記憶テストを実施しており、幼

児がどのような出来事を長期的に保持するかに

ついては十分に検討されていない。 

このように長期的な記憶保持の検討が乏しい

背景には、乳幼児の長期記憶を調べるためには、

実験刺激の呈示後に異なるインターバル (呈示直

後、1 日後、1 週間後、1 ヶ月後) を設けて複数回

にわたり記憶テストを実施する必要があるとい

う方法論的な制約があると考えられる。従来の施
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設訪問型の実験形式においては、参加者が大学や

研究機関に繰り返し来訪する必要があるため、参

加者および実験実施者の負担が大きく、実施コス

トが高くなるという実務的な問題が存在する。こ

れが、乳幼児を対象とした長期記憶の実証研究が

限られてきた一因であると考えられる。 

そこで本研究では、これらの課題を解決するた

めに、異なるインターバルにおける記憶保持を測

定するための自宅参加型のオンライン実験プラ

ットフォームを構築する。このような形式は、参

加者の交通費や拘束時間といった実験参加のコ

ストを軽減するとともに、実験実施者の負担の軽

減につながることが期待される。 

さらに、本研究では、先行研究よりも幼い 3 歳

児を対象とし、どのような出来事が記憶されやす

いかを検討する。具体的には、ある人物が「良い

行動」「悪い行動」「期待に反する行動」「中立的な

行動」を取る様子を描いた動画を呈示し、動画視

聴後にその人物の顔がどの程度記憶されている

かを選択的注視時間から検討する。期待される結

果としては、3 歳児は、良い行動や中立的な行動

をとる人物よりも、悪い行動や期待に反する行動

をとる人物をより記憶する傾向を示すと予測さ

れる。 

 

【方法】 

本研究は、一般社団法人子どもと育ちのコホー

ト研究・実践協会 (BOLD) の倫理委員会の承認を

得た上で実験を開始した。また、参加児の保護者

からオンラインにて実験参加の同意を得た上で

実験を実施した (承認番号：2024-03-A)。 

 

1. 参加者 

本研究に必要な参加者数は、先行研究 (Nakano 

& Kitazawa, 2017) を参考に、3 歳児 (36–47 ヶ月

児) の参加児とその保護者 23 組と設定した。必要

な参加者数を確保するため、BOLD に登録されて

いる対象月齢の参加児の保護者を対象に募集を

行った。その結果、一次募集で 23 組の応募があ

り、目標の参加者数に達したため募集を一旦終了

した。しかし、実験実施期限までに 4 組が調査を

実施できなかったため、追加で 8 組の募集 (二次

募集) を行い、最終的に 5 組が調査に参加した。

結果として、合計 24 組が調査を実施した。このう

ち、調査を最後まで継続できなかった児 (n = 2)、

視線データの取得が不十分であった児 (n = 4) を

除外し、最終的な分析対象は 18 名 (女児 11 名、

平均月齢 = 40.33 ヶ月、SD = 3.88 ヶ月、範囲 = 

36–46 ヶ月) となった。 

 

2. 手続き 

2.1. 実験刺激と質問紙 

実験刺激 

子どもに視聴してもらう実験刺激は、アクショ

ンフェーズと記憶テストフェーズの 2 つのフェー

ズから構成された。アクションフェーズは良い人

条件、悪い人条件、期待違反条件、ニュートラル

条件の 4 条件を設定した。映像では、2 人の演者 

(演者 1 と演者 2; 全て女性) が向かいあった状態

で座っていた。カメラは演者 2 の後方に設置され、

映像には、演者 2 の後ろ姿と演者 1 の正面の姿が

映っていた (図 1-A)。アクションフェーズでは、

演者 1 と演者 2 が、1 つの食べ物 (イチゴ) に関

するやり取りを通して相互作用を行った (図 1-B)。 

良い人条件では、演者 1 の正面のお皿には 1 つ

の食べ物 (イチゴ) が入っており、演者 2 のお皿

には食べ物が何も入っていない場面から動画は

開始した。動画開始後、演者 1 は「これは私のイ
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チゴです。わぁ、食べよう！」と言い、自身のお

皿に入っているイチゴを演者 2 に見せた。演者 2

はそれを見て、「私も食べたいな」と言った。その

後、演者 1 は、「私のイチゴをどうぞ！」と言い、

自身のお皿に入ってあるイチゴを演者 2 のお皿に

移動させた。そして、演者 2 は演者 1 に「ありが

とう」とお礼を言い、食べ物を食べようとした場

面で動画は終了した (28秒)。 

悪い人条件では、演者 1 のお皿には食べ物は何

も入っておらず、演者 2 のお皿には 1つの食べ物

が入っている場面から動画は開始した。動画開始

後、演者 2 は、「これは私のイチゴです。わぁ、食

べよう！」と言い、自身のお皿に入っているイチ

ゴを演者 1 に見せた。演者 1 はそれを見て、「私

も食べたいな」と言った後、「取っちゃおう！」と

言い、演者 2 のお皿にあるイチゴをとって自身の

口に持って行った。演者 2 は「うーん」と言い悲

しそうな様子を示した (19秒)。 

期待違反条件では、演者 1 のお皿に食べ物は何

も入っておらず、演者 2 のお皿には 1つの食べ物

が入っている場面から動画は開始した。動画開始

後、演者 2 は、「これは私のイチゴです。わぁ、食

べよう！」と言い、自身のお皿に入っているイチ

ゴを演者 1 に見せた。演者 1 は、それを見て、「私

も食べたいな」と言い、それを聞いた演者 2 は「私

のイチゴをどうぞ！」と言い、演者 1 のお皿の中

に、自身のイチゴを置いた。その後、演者 1 は「あ

りがとう」と言い、もらったイチゴを自身の耳か

ら食べようとした場面で動画は終了した (23秒)。 

ニュートラル条件は、期待違反条件の一部を除

き同様であった。ニュートラル条件は、期待違反

条件とは異なって、演者 1 は演者 2 からもらった

イチゴを自身の口から食べようとする場面で動

画は終了した (23秒)。 

参加児には、これらの一連の動画を合計 3 回呈

示した。呈示された条件の順番は、参加者内で固

定された。つまり、良い人条件、悪い人条件、期

待違反条件、ニュートラル条件の順で動画を視聴

した参加児は、3 回ともこの呈示順で動画が再生

された。また、動画の呈示順は参加者間でカウン

ターバランスがとられた。

記憶テストフェーズでは、アクションフェーズ

カメラ

演者 1演者 2

食べ物

A 

B 

演者 1 

演者 2

図 1. 動画刺激を上から見た図 (A)、参加児に呈

示されたアクションフェーズの動画映像 (B) 

既知顔 新規顔 

図 2. 記憶テストフェーズで参加児に呈示さ

れたテスト刺激
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で登場した各条件 (良い人条件、悪い人条件、期

待違反条件、ニュートラル条件) の演者1の顔 (以

下、既知顔) とアクションフェーズに登場しなか

った新規人物の顔 (以下、新規顔) をペアで対呈

示し、それに対する子どもの注視時間が測定され

た (図 2)。 

このフェーズは、各条件に対応する 4 本の動画

(各 20 秒) から構成されており、各動画では、あ

る 1 条件における既知顔と、それに対応する新規

顔のペアが同時に呈示された。つまり、1 つのテ

スト動画には、例えば「良い人条件」に登場した

既知顔と、新規顔が並べて呈示された。新規顔と

既知顔の左右の呈示位置および、その組み合わせ

は、参加者間でカウンターバランスがとられた。 

 

2.2. Baby’s Online Live Database (BOLD) の利用 

乳幼児を対象とした長期記憶に関する実証研

究がこれまで限定的であった背景には、方法論的

な制約が存在すると考えられる。とりわけ、長期

記憶を測定するには、一定のインターバルを空け

て複数回の実験参加が求められるため、参加者 

(乳幼児とその保護者) および研究者の双方に高

い時間的・物理的コストが生じる。このような制

約を克服することも、本研究の目的の一つである。 

本研究では、上記の問題を解決するために、自

宅のパソコンを用いて調査に参加可能なオンラ

イン参加型のプラットフォームを構築した。具体

的には、一般社団法人子どもと育ちのコホート研

究・実践協会が運営する発達研究向けオンライン

プラットフォーム「Baby’s Online Live Database

（BOLD）」を活用した (Kato et al., 2021)。 

BOLD は、研究者と乳幼児およびその保護者を

オンライン上で繋ぎ、参加者が自宅から発達研究

に参加することを可能にするシステムである (加

藤等，2024)。まず、BOLD が参加者を募集し、連

絡先や性別、生年月日などの基本情報を登録する 

(図 3-A)。次に、研究者は BOLD に研究依頼を行

い、対象月齢などの条件を指定することで、適格

な参加者を BOLD 側が抽出する。このプロセスに

より、研究者は参加者の個人情報に直接触れるこ

となく、参加依頼を行うことができる (図 3-B)。

参加者が同意すれば、自宅のパソコンからオンラ

インで実験に参加できる。データは研究者側に直

接収集され、BOLD には参加履歴のみが記録され

る (図 3-C)。 

このような自宅参加型の仕組みにより、参加者

は従来の訪問型実験で必要とされた交通費や時

間的負担を大幅に軽減できる。また、研究者にと

図 3. BOLD を利用して実験を実施する際の手続きの流れ 
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っても、施設の確保や来室対応といった実施コス

トを削減できる。  

 

2.3. e-babylabの利用 

 本研究で使用した実験刺激は、Lo et al. (2023) 

によって開発されたオンライン実験プラットフ

ォーム「e-babylab」を用いて呈示した。参加者 (参

加児およびその保護者) は、自宅のパソコンから、

実験者が e-babylab 上に構築した実験環境にアク

セスして実験に参加した。 

  e-babylab の最大の特長は、参加者の自宅パソ

コンに搭載されたウェブカメラを用いて子ども

の視線を検出し、モニター上の注視位置をリアル

タイムに測定できる点にある (図 4)。これにより、

従来は大学や研究機関に設置された専用装置で

のみ取得可能だった視線データを、自宅環境で容

易に収集することが可能となった。 

 さらに、e-babylab は BOLD と連携することで、

参加者の募集から実験参加、視線データの取得に

至る一連の過程をすべてオンラインで完結させ

ることができる。この仕組みにより、参加者は自

宅にいながら複数回の実験に参加することがで

き、研究者にとっても物理的制約や運営コストを

抑えつつ、データを効率的に収集できる。このよ

うな技術的基盤の構築によって、乳幼児を対象と

する長期記憶研究において、従来の方法論的制約

を大きく緩和することができる。  

 

【結果】 

 本研究では統計解析に先立ち、各条件における

既知顔および新規顔に対する乳児の注視時間の

分布が正規性を満たすかを検討した  (図 5)。

Shapiro-Wilk 検定の結果、良い人条件における新

規顔への注視時間 (p = .002) とニュートラル条件

の既知顔 (p = .025) は正規性が棄却され、悪い人

条件の新規顔についても正規性をわずかに逸脱

している傾向が認められた (p = .06)。これらの結

果を踏まえ、注視時間のデータが条件によって正

規性を十分に満たさない可能性があると判断し

た。そこで、本研究では注視時間に関する分析は、

整列ランク変換による分散分析 (ART-ANOVA) 

を採用した (Wobbrock et al., 2011)。 

 参加児がそれぞれの条件において、既知顔と新

規顔のどちらを長く注視したかを検討するため

に、注視時間を従属変数、条件 (良い人条件 vs. 

悪い人条件 vs. 期待違反条件 vs. ニュートラル

条件) と顔の馴染み度 (既知顔 vs. 新規顔) を独

ウェブカメラ
視線を検出

図 4. ウェブカメラを用いた視線検出の実験設定 
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図 5. 各条件の既知顔と新規顔に対する注視時間

のヒストグラムおよびカーネル推定図。x 軸は注

視時間、y 軸は確率密度を表す。 
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立変数とした整列ランク変換による二要因の反

復測定の分散分析を実施した。その結果、顔の馴

染み度は、有意傾向であったものの、有意差は確

認されなかった ( F (1, 119) = 3.88, p = .051 )。ま

た、条件 (F (3, 119) = .024, p = .99) および条件と

顔の馴染み度の交互作用  (F (3, 119) = 1.29 , p 

= .28) も有意ではなかった (図 6-A)。 

なお、参加児間で、既知顔と新規顔に対する総

注視時間には、ばらつきがある。そこで顔に対す

る注視時間の割合 (i.e., 既知顔の注視時間が顔に

対する全注視時間に占める割合) を用いることで、

参加児間の注視時間のばらつきを調整し、参加児

間で注視時間を公平に比較できるようにした。各

条件における既知顔への注視時間の割合がチャ

ンスレベル (0.5) と比較して有意に異なるかを検

討するため、両側の 1 標本 t 検定を実施した。そ

の結果、良い人条件では、既知顔への注視時間の

割合がチャンスレベルを有意に上回った (t (17) = 

2.90, p = .001, d = 0.68; 図 6-B) 一方、悪い人条件、

期待違反条件、ニュートラル条件においては、注

視割合はチャンスレベルと有意には異ならなか

った (ps > .05；図 6-B)。 

さらに、各条件で既知顔をより長く見たか、新

規顔をより長く見たか、その人数に偏りがあるか

を確認するために、二項検定を実施した。その結

果、良い人条件において、新規顔と比べて既知顔

を見た人 (15 人，83%) が既知顔に比べて新規顔

をより長く見た人数 (3 人，17%) よりも多いこと

が示された (p = .007，両側検定)。一方で、悪い人

条件、期待違反条件、ニュートラル条件では、既

知顔をより長く見た人数と新規顔をより長く見

た人数には偏りは確認されなかった (ps > .05)。 

また、各条件間で既知顔に対する注視時間の割

合に差があるかどうかを確認するために、従属変

数を既知顔に対する注視時間の割合、独立変数を

条件 (良い人条件、悪い人条件、期待違反条件、

ニュートラル条件) とする反復測定の一元配置の

分散分析を実施した。その結果、条件の主効果は

確認されなかった (F (3, 51) = 1.12, p = 0.35, η²p 

= .06)。 

 

【考察】 

1. 3 歳児における社会的行動と記憶保持の特性 

本研究では、自宅参加型のオンライン実験プラ

図 6. 各条件における既知顔と新規顔に対す参加児の注視時間の平均値 (A)、既知顔を新規顔の注視

時間の割合の平均値。＊は、p < .05 (B) 

A B 
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ットフォームを用いて、3 歳児がどのような出来

事を選択的に記憶するかを調べた。その結果、良

い人条件において既知顔に対する注視時間の割

合が、チャンスレベルよりも有意に上回っている

ことが示された。さらに、新規顔よりも既知顔に

対して長く注視した参加児が有意に多かった。一

方で、悪い人、期待違反、ニュートラル条件では

そのような傾向は確認されなかった。また、それ

ぞれの条件間で既知顔に対する注視時間および

注視時間の割合に差は確認されなかった。これら

の結果は、全体として、いずれか特定の行動をし

た人物が一貫して強く記憶されるという明確な

バイアスが存在したとは言い難く、良い人条件に

おいてのみ限定的に記憶の痕跡が認められたこ

とを示唆している。  

これまでの研究では、子どもが以前に呈示され

た刺激を記憶していた場合、新規の刺激よりも以

前に呈示された刺激に対して長く注視すること

が示されている (Yates et al., 2025)。このことから、

良い行動をした人物の顔は、3 歳児にとって記憶

に残りやすい社会的対象であったことが示唆さ

れる。一方で、これは先行研究の知見と矛盾する

結果であり、これまで、4 歳児は、悪い行動や期

待に反する行動をとる人物をより記憶すること

が示されてきた (Kinzler & Shutts, 2008; Meng et al., 

2019)。このことは、記憶保持の特性が、3 歳児以

前と 4 歳児以降で異なる可能性を示唆している。

すなわち、3 歳児は、悪い行動や期待に反する行

動といったネガティブな情報を選択的に記憶す

るのではなく、むしろ良い行動に注目して、記憶

する傾向がある可能性がある。 

一方で、本研究の実験設計は先行研究と異なっ

ていた。先行研究では「良い行動と悪い行動 

(Kinzler & Shutts, 2008)」 や「期待に反する行動と

期待通りの行動 (Meng et al., 2019)」といった 2 条

件を対比する形で記憶保持を検討していたのに

対し、本研究では、1 人の参加者に 4 種類すべて

の行動 (良い行動、悪い行動、期待に反する行動、

ニュートラルな行動) を呈示した。この実験設計

を採用した理由は、子どもが複数の社会的情報を

経験する場面を再現し、現実場面に近い状況で記

憶バイアスを包括的に検討することにあった。ま

た、1 セッション内で複数条件を呈示することで、

どの情報に相対的に注意を向け、記憶されやすい

かを測定できると考えた。しかしこの設計では、

複数の人物と行動に関する情報を同時に処理す

る必要があり、3 歳児にとっては認知的負荷が高

かった可能性がある。そのため、先行研究で報告

されたような記憶バイアスが弱まった、あるいは

観察されにくくなった可能性がある。今後は、2 条

件の比較に基づく実験デザインを用いて、実験設

計の違いが記憶形成に与える影響を検討する必

要がある。 

 

2. 本研究における記憶実験の課題とその対策

本研究で実施した記憶実験には、主に 2 つの限

界がある。第一に、出来事呈示直後の記憶テスト

しか実施しておらず、長期的な記憶保持について

は検討していない点である。乳幼児の長期記憶を

解明するには、1 日後・1 週間後・1 ヶ月後といっ

た異なるインターバルを設け、縦断的に記憶保持

を測定する必要がある一方で、本研究では自宅参

加型のオンライン実験プラットフォームの構築

や、パソコンのウェブカメラを用いた視線計測技

術を初めて導入したため、システムの動作安定性

などに不確定要素が多く存在していた。こうした

技術的・運営的な課題を踏まえ、まずは最も実施

コストの低い「呈示直後」の記憶実験から開始し、
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システムの妥当性と実行可能性の検証を優先し

た。 

第二に、幼児期健忘の解明には、1 歳児や 2 歳

児を含む、より低月齢の乳幼児を対象とした検討

が必要であるが、本研究では低月齢の乳幼児を対

象とした実験は実施していない。その理由は、自

宅参加型のオンライン実験という新たな手法を

導入したことにより、まずは比較的安定して実験

に参加できる 3 歳児を対象とするのが妥当である

と判断したためである。 

今後の研究では、まず長期記憶の保持を測定す

るために、複数の測定時点を設けた縦断的デザイ

ンの導入が求められる。その際、オンラインで継

続的に参加者を追跡可能とするための技術的工

夫も重要となる。また、1–2 歳児などのより低年

齢層を対象に、言語能力や自己概念、社会的文脈

理解などの記憶形成に関連する要因を踏まえた

実験設計を行い、オンライン環境下であっても信

頼性の高いデータを収集できる手法を確立する

必要がある。これらの課題に取り組むことで、幼

児期健忘の発達的基盤をより包括的かつ実証的

に明らかにすることが期待される。 

 

3. 本研究における自宅参加型のオンライン実験

の有用性 

本研究では、リクルートからデータ収集まで

をすべてオンラインで完結させる自宅参加型の

オンライン実験プラットフォームを構築した。こ

れにより、参加者は自宅から都合のよい時間に参

加でき、交通費や拘束時間といった負担を大幅に

軽減できた。さらに、実施者側も、e-babylab 上で

の実験設定のみでデータ収集が可能となり、従来

必要とされた準備や運営の負担を大きく削減で

きた。このプラットフォームの導入は、乳幼児を

対象とする長期記憶の実証研究の実施を可能に

し、今後の幼児期健忘の未解決な問題の解明に新

たな展開を促進する有用な方法論的アプローチ

であるといえる。 

 

4. 本研究における自宅参加型のオンライン実験

の課題とその対策

自宅参加型オンライン実験は、参加者・実施者

双方の時間的・物理的コストを大幅に削減できる

利点がある一方で、いくつかの限界も確認された。 

第一に、参加者の脱落率が高かった点である。

本研究では、申し込み後に質問紙を郵送・返送し

てから実験に進む多段階のプロセスを採用して

おり、参加までに 1 週間以上のタイムラグが生じ

た。この期間中に参加意欲が低下や、予定の調整

が困難になることが脱落の一因と考えられる。さ

らに実験では、4 条件の動画を各 3 回ずつ呈示し

たため、参加児にとって負担が大きく、飽きやす

い内容だった可能性がある。これらを踏まえ、参

加完了率向上のためには、手続きの簡素化 (e.g., 

質問紙のオンライン化)、課題時間の最適化、リマ

インダーの活用などが必要である。 

第二に、自宅環境では照明・雑音・周囲の干渉

などの外的要因が統一的に管理できず、注視時間

などの測定にノイズが生じやすい点である。この

点への対応として、実験前に家庭へ環境整備の具

体的ガイドラインを呈示し、録画や環境チェック

リストの活用によって実施環境を確認・記録する

ことが、データの信頼性向上に有効であると考え

られる。 
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